
令和７年度 学力向上を図るための全体計画 

東大和市立第二中学校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善に向けた視点 

学習内容・方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内研修・研究の工夫 適正かつ的確な評価の実践 家庭や地域社会との連携の工夫  

活用・探究活動を増やし、

基礎基本の知識の補充を

行いつつ、様々な資質・能

力を高める工夫を行う。 

習熟度別少人数指導をは

じめ、TTや外部人材を活

用した指導を実施し、指

導方法や指導体制を工

夫・改善していく。 

二中授業スタンダード

を基本として、ICT機器

を活用し、総合的な学習

で、探究的な内容を充実

させる工夫をしていく。 

学習指導要領に基づき

目標に対する到達度を

示し、適正かつ的確な評

価を実践する。また、指

導に生かしていく。 

年に２回学校評価アン

ケートを実施し、外部評

価、関係者評価、自己評

価の分析を充実させ、改

善に活用する。 

 

学校教育目標 

 

○お互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間 

○社会の一員として、社会に貢献しようとする人間 

○自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間 

東大和市教育委員会の教育目標 

 
○豊かな心を養い、思いやりのある人になろう 
○広く深く学習し、創造性豊かな人になろう  
○丈夫なからだをつくり、明朗な人になろう 
○情報活用能力を身につけた、国際人になろう 

目指す生徒像 

 

○学ぶことが楽しい 

・お互いを尊重できる人間性豊かな生徒 

・自ら進んで自己実現に向かって学び続けようとする

生徒 

・心身ともに健康で生きがいをもち自立できる生徒 

目指す学校像 

 

〇一視同仁(だれかれの差別なく、すべての人と平等に接していく)  

・「善は急げ」の精神のもと、前例にとらわれない教育活動を推進する学校  

・すべての学校関係者が、本校に「誇り、安心、期待」がもてる温かい学校  

・コミュニティ・スクールを活かし、地域に開かれた、教育環境整備を推進する

学校 

指導目標と方策 

 

（１）授業の工夫・改善 

①「二中授業スタンダード」（授業のユニバーサルデザイ

ン化・「参加－習得－活用－探究」の学習サイクルの確

立・ICT機器の活用）の実践を徹底し、主体的な学習に

取り組む態度を育成する。 

②教員の授業力(ファシリテーション)を高め、主体的、対

話的で深い学びを充実する。 

（２）基礎・基本の定着及び思考力・判断力・表現力の育成 

①ICT機器を適切なタイミングで効果的に活用しながら、

生徒に期待される資質・能力の伸長を図る。 

②地域未来塾、長期休業や放課後等の補習教室を組織的、

計画的に行い、基礎・基本の内容の定着を図る。 

（３）家庭学習の習慣化 

①主体的・継続的に家庭学習の習慣を身に付けさせるた

め、各教科において、家庭学習の方法や課題等を具体的

に提示する。 

（４）数英教育の充実 

①数学科習熟度別少人数授業、オンライン英会話の実施

等、指導法の工夫を全学年で進める。 

（５）ねらいを明確にした総合的な学習の時間の充実 

①ねらいを明確にして、１人１台端末を有効に活用した学

習活動を充実させる。 

②SDGs に係る教育を核として、コミュニケーションの利

点を生かしながら、地域と連携した取組を実践し、思考

力・判断力・表現力を育成する。 

進路指導の重点 

・３年間を見通した進路指

導計画に基づき、キャリ

ア教育の視点に立った指

導に取り組む。 

・自己の資質、適正を見い

だし、社会的自立に向け

現実的な探索を図る。 

総合的な学習の時間指導の

重点 

・「将来に活きる」授業の実

践を徹底する。 

・SDGsに係る学習を軸と

し、課題を発見及び解決す

る力や探究心、思考力・判

断力・表現力を育成する。 

各教科指導の重点 

・習熟度別少人数授業（数

学、全学年）、ＴＴ授業

（英語科)を実施する。 

・東大和市小中一貫教育共

通プログラムを活用す

る。 

・教科間の交流を行い、横

断的な学習内容を生かし

た授業を工夫する。 

道徳指導の重点 

・道徳的実践力の育成。 

・道徳授業地区公開講座を

通して、学校、地域、家

庭と連携する。 

 

生活指導の重点 

・当たり前のことが普通にで

きる生徒を育成する。 

・自主的・主体的に行動・実

践できる生徒を育成する。 

特別活動指導の重点 

・生徒の自主性や積極性、意

欲を高め、自発的な実践を

促す。併せてリーダーシッ

プやフォロワーシップと言

った姿勢・態度の育成、人

間関係構築力やコミュニケ

ーション能力の伸長を図

る。 


